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TNTmips は、画像や地表面、属性の表データと関連付けされた地図情報を含む、あらゆる種類の地

理空間データを用いた作業ができる汎用地理情報システムです。多種多様な地理空間データを表示、

作成、編集、ジオリファレンス、判読、公開するためのツールが全て揃っています。TNTmips １つで 

プロフェッショナル用の地理空間解析ツール一式が手頃な価格で入手できます。高価なアドオンの

導入も必要ありません。

TNTmips では、リレーショナルデータベースに関連付けされたラスタ、ベクタ、CAD、TIN オ

ブジェクト等で構成される地理空間データを使って作業できます。これらの地理データは全て、

MicroImages 独 自 の 構 造 の プ ロ ジ ェ ク ト フ ァ イ ル に 格 納 さ れ ま す。 ま た、MySQL や Postgres/

PostGIS、Oracle 等の汎用データベースの空間・属性データだけでなく、シェイプファイルや LAS 

LIDAR のファイルのような数多くのフォーマットの地理データを直接扱えます。

TNTmips は、120 ヵ国以上の政府機関、企業、学術団体で使われています。

TNTmips は、20 以上の言語の Windows および Macintosh PC で使用できます。
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Bing map や MapQuest などの Web で公開されている
画像や地形図上にあなたの地理データを重ねて表示で
きます。

ダイナミックな表示能力
TNTmips のパワフルで柔軟な表示能力は地理空間データを様々な方

法で表示、調査できます。BingMap や MapQuest 等の Web で公開さ
れている画像や地形図とともに、Web タイルセットや WMS、ArcIMS
等の Web レイヤを含む地理空間データレイヤを、いくつでも重ねる
ことができます。JP2、GeoTIFF、シェイプファイル、ジオデータベー
ス、DGN 等の多種多様なネイティブファイル形式の画像や地図レイヤ
をインポート処理せずに表示できます。異なる座標参照系の地理デー
タのレイヤは、自動的に対象の参照系に合わせて再投影されます。

斜めから見た鳥瞰図のレンダリングや、3D モニタやアナグリフめ
がねを使って任意の画像や地図データを立体 3D 表示することができ
ます。地形データを表示画面に追加することによって、縮尺や位置で
ジオロックされた複数の表示画面を開き、レイヤを様々な組み合わせ
で表示したり、レイヤの透明度を調節することができます。

TNTmips は画像ピラミッドおよびパイプライン処理アーキテクチャ
を使用しているため、任意の縮尺で画像を高速表示することができま
す。画像のコントラストや色の調整が簡単で、画像レンダリングの
シャープネスや平滑化のフィルターもオンザフライで適用できます。

TNTmips では地図要素クラスの表示スタイルを自動的に生成した
り、個別にデザインしたり、あるいはスクリプトを使ったカスタムス
タイルも作成できます。地図要素クラスはその時の表示縮尺に対して
最適な解像度で表示するための設定ができます。

複数レイヤに対して、場所に固有の属性情報をデータ
ティップを使ってポップアップ表示したところ。
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ジオリファレンスの自動登録処理では、参照画像 [ 下
図 ] を用いて、入力画像 [ 上図 ] に対して自動的に
コントロールポイントを見つけます。

ジオリファレンスと幾何補正
あなたが入手した地理空間データには、ジオリファレンス情報が付い

ていても正確さが不十分だったり、空間的な歪みがあって修正が必要か
もしれません。TNTmips は、画像であれ図形データであれ、数多くの
フォーマットの外部ファイルを含めて、ジオリファレンス情報の作成、
インポート ( 取り込み )、修正が素早く簡単に行えます。多数の定義済み
座標参照系がサポートされています。ジオリファレンス処理ではローカ
ルの参照画像やオンライン Web タイルセットを利用して、画像に対し
て何百ものコントロールポイントを自動登録処理できます。コントロー
ルポイントは残差値によって色分けできるのでよく合っていないポイン
トが判別しやすくなります。

TNTmips では、異なる座標参照系を持つ画像や図形オブジェクトを同
時に表示できます。また、それらを共通の参照系に完全にリプロジェク
トすることもできます。画像のリサンプルでは、有理係数多項式を用い
て画像のオルソ補正もできます。ジオリファレンス処理では十分な数の
3D コントロールポイントを持つ画像に対して有理多項式モデルを計算
できます。3D コントロールポイントの入力は手入力でも自動登録処理
でもできます。
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数値属性を使った主題図

直観的で対話型操作の Query Builder を使い、属性を組み合わせてクエリを組み立てます。
クエリは複数のテーブルのデータにアクセス可能で、数値や文字列の式で動的に属性の計
算もできます。ここでは 2 つのテーブルの 3 つの条件に合致した区画が赤でハイライトさ
れています ( 所有者が居住していて、かつ、評価額が基準値を超えている居住 )。

ネットワーク解析とルートの割り当て

EPANET 配管ネットワークシミュレーション

表示と検索
TNTmips では地図データに関連した情報を含むリレーショナルデータ

ベースがフルサポートされています。データベーステーブルにはダイナ
ミックフィールド ( 動的な可変フィールド ) を作れます。その値には数
値や文字列の式の結果が入り、元になる値が変わると自動的に更新され
ます。

まずは表示処理を使って情報の調査を始めましょう。地物の属性に応
じた描画スタイルを作ることができます。指定した数値範囲を基に地物
を分類した主題図なども簡単に作れます。

対話式操作の Query Builder( クエリビルダー ) を使って単純な条件式
から複雑なものまで簡単に作成できます。Query Builder では、テーブル、
フィールド、比較演算子、値をメニュー選択できます。どの表示画面か
らも起動できる GeoToolbox は非常に多目的な使い方ができる描画ツー
ルです。計測をはじめ、スケッチ描画、注釈等の作成が可能です。

ス ケ ッ チ で 描 画 し た 図 形 や マ ッ プ か ら 選 択 し た ポ リ ゴ ン は
GeoToolbox を使ってリージョンオブジェクトに変換でき、さらなる
GIS 処理に利用できます。
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地理空間解析
TNTmips には、地理情報データから有益な情報を抽出し、互いに異なる

データセット間の関係性を見つけるための、一連の処理とツールが豊富に
揃っています。

 y ポリゴン、ライン、ポイントおよびノードに対して単一または多重のバッ
ファゾーンをスタイル付きで生成できます。

 y レイヤ全体や特定のポリゴンや領域の範囲に、指定した方向でポリゴン
メッシュ ( 四角形、六角形、三角形 ) を生成できます。

 y 観測点の分布を表すポリゴンを生成できます。異なる属性のポイント毎
にポリゴンを分けることもできます。

 y ポイントの分布密度を図示することができます。

 y ネットワーク解析を用いて最適ルートを検索し、設備配置に応じたサー
ビス / 供給エリアを求めることができます。

 y 配管網に対して EPANET の水圧・水質シミュレーションを行えます。

 y 図形オブジェクトのポリゴンを用いて他の選択オブジェクトの要素 ( ポ
イント、ポリゴン、ラスタセル ) から統計情報を収集し、結果をポリゴ
ンにアタッチします。

 y 一組の地図レイヤを使って、インターセクト (AND)、ユニオン (OR)、排
他的 OR、追加、引算などのマップオーバレイの論理演算を行えます。

 y 複数基準に基づく意思決定支援のための解析システム (Multi-Criteria 
Decision Analysis)。異なる空間特製を持つ、複数の空間レイヤを使って、
意思決定支援のための空間的コスト / 利得マップを計算します。

TNTmips はベクタ・CAD・シェイプオブジェクト内のポイント・ノード・ライン・ポリゴンに対して様々な種類のバッファゾーン解析を提供します。

マップオーバレイ論理演算

複数基準に基づく意思決定支援のための 
解析システム

インターセクト (AND)
          ▼
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画像の加工
TNTmips ではマルチスペクトル光学画像、ハイパースペク

トル光学画像、レーダ画像を含む様々な種類の画像の表示、
加工、処理が可能です。TNTmips の効率的な画像処理パイプ
ラインアーキテクチャはテラバイトサイズの画像の扱いに最
適化されています。画像の強調、合成、補正、再投影、モザ
イク、分類等により、情報の抽出を最適化し、効果的なデー
タ表現を可能にします。

表示処理ではコントラストやカラーの調整、インライン空
間フィルタリングができるので、グレイスケール、カラーと
も最適の画像表示が得られます。TNTmips には、その他にも、
空間および周波数フィルタリング、コントラストマッチング、
マルチスペクトル画像のパンシャープン、トレンド除去、無
相関ストレッチ等の多くの画像処理機能があります。

パンシャープン

マルチスペクトル画像 パンクロマティック画像

パンシャープンカラー画像

TNTmips では、ジオリファレンス情報の混ざった複数のグレイスケール画像、マルチバンド画
像、カラー画像を任意の地図座標系にモザイク処理できます。その際、コントラストの調整や
マッチング、重複領域の処理方法についても様々な選択肢があります。

ランドサットのフォールスカラー画像を無相関ストレッチ処理したもの。地表面物質の違いが
判別しやすくなりました。

コントラストマッチング ( 適合 )

参照画像：2004 年

                 調整前            (2006 年 )          調整後

                 調整前            (2009 年 )          調整後
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画像分類
画像分類ツールは画像解析の重要なコンポーネントで

す。伝統的な教師付きと教師無し分類法は、TNTmips では
Automatic Classification( 自動分類処理 ) にあります。教師
付き分類用トレーニングデータをインポートまたは作成する
ツールもあります。

TNTmips 独自の Feature Mapping( フィーチャマッピング
処理 ) はユーザが持つ目視による画像判別スキルを自動画像
解析手法とリンクします。フィーチャマッピングの対話型
ツールを使い多数のバンドを解析して、地物クラスの識別、
マーク付け、測定を行うことができます。ユーザは参照画像
上の地物と思われるサンプル領域を指定することによって分
類処理の指示を行います。それから、類似した画像セルを
フィーチャマッピングツールによって、画像全体をくまなく、
もしくは、サンプル周囲の連続した区画範囲で探します。

 ハイパースペクトル画像解析には、スペクトル角や自己
組織化地図分類処理を使った分離、線形アンミキシングや整
合フィルタ処理を使ったサブピクセルスペクトルマッピング
を含め、ハイパースペクトル画像やスペクトルレンジ解像度
を有効に活用するのに必要な専門的なツールが用意されてい
ます。

TNTmips のフィーチャマッピング処理では、ユーザが地物クラ
スのサンプルエリアを目視で識別し、範囲を広げながら、半自
動の画像分類をガイドします。

TNTmips の自動分類処理には、様々な標準的教
師付きと教師無し分類方法があります。最尤法、
K 平均法、ISODATA 法等。

スペクトル角、整合フィルタ処理、線形アンミキシングを使用
したハイパースペクトル画像の解析と分類。
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地形解析
TNTmips では地表面データは 3D のポイントや、等高線、

不規則三角網 (TIN)、ラスタオブジェクト、Web 地形タイル 
セットとして表示することができます。標高ラスタと Web 地
形タイルセットは起伏陰影図や、色分け標高、その両方を使っ
た地形レイヤとして表示できます。これらの地形レイヤは任
意の画像と一緒に 3D 立体視表示したり、斜めから見た 3D 鳥
瞰図を作成できます。

TNTmips は地形データから情報を抽出、処理をするための
様々なツールを提供します。等高線の作成、地表面近似、三
角網処理を用いた地表データの変換や、勾配、斜面方位、平
面および断面曲率を含む地形特性の抽出が可能です。

可視領域（View shed）解析では、入力地点から地表面上ま
たはその上方に見える地形領域を識別します。

流水解析は、集水域や網目状の排水ネットワークを任意の
密度で計算でき、水路と集水域の様々な水理学的属性と共に
支流の集水域も計します。流水解析では、指定した個別の地
点に流れ込む集水域や、そこを通って流れ出る流路といった、
水理学的、地形形態学特性も計算できます。

地表面モデリング処理では、等高線の作成、地表面近似、三角
網処理が行えます。

勾配、斜面方位、曲率、起伏陰影などの地形特性量を計算でき
ます。

複数の地点からの可視領域を計算できます。

流水解析処理を用いて、集水域や流路、支流の集水
域の他、各種水理的、形態学的特性量を求めること
ができます。地形内の個別の場所 ( シードポイント )
において集水域や流路を求めることができます。ギ
ガバイト以上の大きな標高ラスタも高速、効率的に
処理します。
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LIDAR データの可視化と分類
TNTmips を使えば、何百万もの標高ポイントを含む

LIDAR 点群データを、 LAS ファイルフォーマットのままで
効率的に直接表示、分類、解析が可能です。

 LIDAR マネージャを使って、LAS 点群データのリンク、
マージ、タイル化、リプロジェクト、抜き出しが行えます。
抜き出しは領域やクラスによってできます。タイル状の
LIDAR ファイルは、単一のシームレスな LIDAR データセッ
トとして定義できるので、表示や扱いが簡単です。

LIDAR 分類処理を使うと、ノイズポイントを検出し、
地形追従やマルチスケール曲率法を使って地表面上のポ
イントを識別します。分類操作の開始クラスを限定して、
順次適用できます。

クラスや反射タイプで表示するポイントを選択したり、
クラス、標高、反射タイプ、強度などによってポイント
の表示スタイルを変えたり、多様な表示が可能です。LAS
点群データは仮想的な地表面として起伏陰影や標高によ
る色付け表示をしたり、あるいはその両方を用いて表示
することができます。

ポイントプロファイルツールを使って、指定した長方
形の領域中の 3D LIDAR ポイントの垂直断面図を表示でき
ます。

LIDAR 点群データは、クラス、標高、反射タイプなどでスタイル付け
したポイントとして表示したり、起伏陰影や標高による色付け、ある
いはその両方を用いた仮想的な地表面として表示できます。

LIDAR 点群データの垂直断面表示

森林地帯の LIDAR 仮想地表面。[ 上図 ] 全ポイントを使用。
[ 下図 ]TNTmips で地面として分類されたポイントのみを使
用。

LIDAR ポ イ ン ト プ ロ
ファイルによる裸地
の仮想地表面表示 ( 全
クラスを使用 )。
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地図のデザインとジオメディアの公開

TNTmips で作成した電子地図帳を CD や DVD で配布します。TNTatlas フリー
ソフトを使って誰でも閲覧することができます。

TNTmips のインタラクティブな地図デザインツー
ルによって、地理データレイヤのデザインや、縮尺
を変えた地図レイアウトのデザインが可能です。地
図グリッド、スケールバー、凡例、注釈や索引図を
追加できます。印刷したり、Web 配布用の PDF に
レンダリングすることもできます。

地図データを電子地図帳に組み込むこともできま
す。CD や DVD で配布して、フリーの TNTatlas で
誰でも見ることができます。TNTatlas は TNTmips
の表示画面で見るのと同じように地図レイアウトを
表示できます。表示画面左側のサイドバーの凡例や、
地図要素のデータティップのポップアップ表示で地
図の属性情報へアクセスもできます。
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ウェブ対応
TNTmips の表示画面では、ローカルにある自分の地理デー

タを Web 上に公開されたデータと一緒に表示できます。Bing 
Maps と MapQuest のグローバル地質図や画像をユーザの表
示画面に簡単に追加できます。また、microimages.com やそ
の他のソースの Web タイルセット、公開中の Web マップサー
ビス (WMS) で入手可能なジオデータレイヤも表示できます。

TNTmips を使って、インターネットや LAN、ユーザの PC
の Google Earth 3D、タブレット PC、スマートフォンなどで
表示するためのデータを作成することができます。また、任
意のサイズ、縮尺、詳細度の画像・ベクタ地図を Web 利用に
効率的な Web タイルセットに変換できます。TNTmips の [ ジ
オマッシュアップの構築処理 ] を使うと、自身のタイルセッ
トを Google マップ、 Bing Maps、Open Layers、Google Earth
等の一般的な Web 地図プラットホームと組み合わせて Web
ページを作成し、ユーザの地図情報をグループや世界に向け
て見せることができます。

TNTmips を使って、ユーザの画像や地図レイヤを Web タイルセットに変換し、Google マップ、 Bing Maps、Open Layers、Google Earth に重ね
て表示するジオマッシュアップを作成できます。

国土地理院の Web レイヤに重ねてユーザの地理データを表示
できます。
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MapQuest や Bing Maps の 公 開
レイヤや他の参照データに重ねて
編集できます。

スナップと要素の自動トレース機能

ラインの単純化                      ラインのスプライン化

ライン形状に合わせてラベルの位置を調整

強力なジオデータエディタ
TNTmips の空間データエディタ機能は、リンクファイルや地理空間デー

タベースを含むあらゆるタイプの地理空間データ ( ベクタ、CAD、シェイプ、
ラスタ、TIN) を作成・編集できます。編集作業において、参照データとし
て多くの種類の地理空間データが使用できます。Bing Maps や MapQuest
の地形図、画像レイヤ、他に公開されている Web レイヤも使用可能で
す。TNTmips の空間データエディタは、編集操作の Undo( 元に戻す ) や
Redo( やり直し )、データの自動バックアップ、時間設定による自動保存等
の数々の諸機能によって、ユーザのデータを守ります。参照レイヤなどの
編集中の環境も含めて保存し、後日同じ環境で再開できます。

 y 操作状況に応じたグラフィック編集ツールによる図形オブジェクトの効
率的な編集。

 y 複数レイヤの編集、同一または別レイヤ内へのスナップ、自動トレース、
参照レイヤの編集レイヤへの変換。

 y 地形追跡ツールを使った 3D 立体表示での編集。

 y 編集をアシストする 3D 鳥瞰図画面。

 y 図形 / ラスタオブジェクトから別オブジェクトへのコピー、カット、ペー
スト。

 y トレース中のラインの自動スムーズオブジェクト化。

 y ラインのスプライン化や単純化。飛び出しライン / 微小ポリゴン / 
隙間ポリゴン削除のための広域フィルタの適用。

 y ポイント / ライン / ポリゴンの属性からラベルを自動生成。ラベルのス
タイル、サイズ、位置、引き出し線の設定も。

 y 新規の要素に対してデータベースの新規レコードを自動的に生成しア
タッチするかを確認するよう設定できます。

 y 既存のレコードを新規要素のアタッチに指定。

 y 等高線の値の自動設定ツール。等高線や道路にラベルを付けます。

 y 既存の編集オブジェクトからのテンプレートの生成。同じデータベース
構造 / スタイル / ジオリファレンスを持った新規オブジェクトの作成に
おいて使用。
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4 バンドの JP2 ファイルカラー赤外線オル
ソ画像とファイルジオデータベース形式の
等高線を表示。

オリジナルのダイアログウィンドウを持つカスタム処理ス
クリプトの例。農地のカラー赤外線航空画像の強調と分類
を行うスクリプト。

データと処理の柔軟な管理
TNTmips で使われる独自のプロジェクトファイルは、複数の地理空間オブジェ

クトを、そのデータに関連する全リレーショナルデータベースと付加情報 ( ジ
オリファレンス、表示スタイルと設定、メタデータ ) とともに、1 個のファイ
ル構造に効率的に格納します。ベクタ、CAD、ラスタ、TIN、およびデータベー
スオブジェクトを全て一緒に同一ファイル内に保存できます ( 別々のファイル
保存も可 )。中・小規模のプロジェクト ( 作業 ) で使われるオブジェクトデー
タは、保存・移動・管理が楽になるよう 1 ファイルで管理できます。TNTmips
では、多くの業界標準のファイルフォーマットの地理空間データや表データ
(GeoTIFF、JP2、MrSID、DWG/DXF、シェイプファイル、パーソナルおよびファ
イルジオデータベース、その他 ) を変換せずに表示、利用できます。また、最
初にリンク処理を行えば、多くのファイルがもとのフォーマットのままで利用
できます。

TNTmips では、Oracle、MySQL、Postgres/PostGIS、SQL Server のような商
用データベースで管理されている表データを地理空間オブジェクトにリンクし
て使用できます。グループ内でのプロジェクト用データの共有を簡単にします。

TNTmips のジョブ処理システムは、大量の地理空間データを処理するときに
PC の性能の活用を最適化する強力なツールです。ジョブ処理では多くの操作の
処理パラメータを設定、保
存できます。これらのジョ
ブはすぐにバックグラウン
ドで実行したり、ジョブマ
ネージャを使ってキューに
待機状態にしておいて後か
ら処理を行うよう設定でき
ます。複数プロセッサコア
を生かして複数のジョブを
同時に実行可能です。大き
なジョブは夜間や週末に実
行するようにスケジューリ
ングできます。

TNTmips のジョブ処理システムで PC リソースと時間の最適な利用ができます。

カスタム処理の追加
TNTmips には豊富な地理空間記述言語があり、ユーザの地理デー

タをカスタム処理可能な広範囲のオプションが提供されています。
多くのコンテクストで使用可能なスクリプトは、データベーステー
ブルのフィールドを動的に計算して生成したり、データベースの属
性の組み合わせをもとに地図要素を選択するクエリを定義したり、
地物を表す独自のグラフィックスタイルをデザインしたりするのに
利用できます。標準の表示画面にオリジナルのインタラクティブな
ツールを追加したり、データティップに独自のテキストや画像を追
加したりもできます。GeoFormula 処理は異なる空間オブジェクト
の空間的情報と属性的情報の 2 つの情報を組み合わせて利用でき
る、インタラクティブで使い易いスクリプト環境を提供しています。
独自のダイアログ、表示画面、ツール、連続処理を行う自動処理系
などの全く新しい処理を実装することすら可能です。何千もの組み
込み関数、統合されたドキュメント、何百ものサンプルスクリプト
が用意されており、これらの強力なツールの使い方を学ぶのは難し
くないでしょう。
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無料のソフトウェアサポート ( 英語 )
マイクロイメージ社は、TNT 製品をお使いの全世界の

ユーザに無料でテクニカルサポートを提供します。日本
の代理店である㈱オープン GIS は、有料で日本語のテク
ニカルサポートを提供しています ( 年間契約 )。テクニカ
ルサポートの内容は、操作の補助、エラー報告、新機能
要求の受付、製品情報の提供などです。サポートは、電
子メール、電話、FAX 等で受け付けます。お客様の問題
の難易度に応じて、開発元に確認してお答えします。

TNTmips の Help メニューにある Contact Support 用
紙を使えば、エラーの状況、使用中のパソコンの情報等
を直接マイクロイメージ社に送ることもできます。

ソフトウエアにエラー修正の必要があれば、マイクロ
イメージ社は速やかに修正し、アップデートを提供しま
す。ユ－ザーから報告された全てのエラー修正を含むアッ
プデートは、毎週木曜日に更新され、マイクロイメージ
のサイトからいつでもダウンロードできます。

資料・関連するサイト
TNTmips には、GIS や画像処理の諸機能について練習

問題を順に段階を追って学習していくチュートリアルや、
TNTmips の多彩な機能を詳細に説明したテクニカルガイ
ド (A4 サイズで数ページ ) や、1 ページで簡単に解説し
たクイックガイドが用意されています。これらの資料は
TNTmips と一緒にインストールされ、ヘルプメニューか
ら閲覧できます ( 英文 )。

㈱オープン GIS では、これらドキュメントの日本語訳
を、全部ではありませんがホームページで公開しており
ます。また、基盤地図情報などの日本独自の地理データ
の取扱方法については「基本操作」のページで、過去のメー
ルマガジンを集めた「過去マガ」では、TNT 製品の便利
な使い方を紹介しています。

TNTmips システム要件

Windows 版
CPU :   32bit/64bit (Intel または AMD)
OS  :   Windows 8, 7, Vista, XP
メモリ :   1 GB 以上推奨
ハードディスク残量 :  60GB 以上
モニタ :   1 台または複数台

Mac OS 版
CPU :   32bit/64bit (Intel)
OS  :   MacOS X 10.5 以降
メモリ :   1 GB 以上推奨
ハードディスク残量 :  60GB 以上
モニタ :   1 台または複数台
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TNTmips®
ライセンスレベル :

TNTmips Pro ( プロフェッショナルライセンス )

TNTmips Basic ( 廉価版ライセンス )

TNTmips Free ( フリーソフト )

TNTmips Basic および TNTmips Free は、TNTmips Pro に
備わる機能の多くが利用できますが、使用できるジオデー
タのサイズに制限があります。

アカデミックライセンス

学術機関用ライセンスです。購入とリースの 2 種類があ
ります。購入に際して審査があります。

TNTedit™
TNTedit は TNTmips で扱える全てのプロジェクトデータ
( ベクタ、ラスタ、CAD、TIN、シェイプ、リレーショナ
ルデータベース ) を作成、編集するためのプロフェッショ
ナル用ツールです。TNTedit には、TNTmips の表示・編
集機能だけでなく、ジオリファレンス、インポート・エ
クスポート、スクリプト処理もあります。

TNTview®
TNTview には、TNTmips と全く同じ強力な表示機能があ
ります。TNTview は、TNTmips の演算処理機能やデータ
加工機能を必要とせず、プロジェクトデータの表示に特
化した処理を行いたいユーザに最適のツールです。

TNTatlas®
TNTatlas は、TNTmips で作成した電子地図やレイアウ
トを表示するために作られた強力なフリーのジオデータ
ビューアです。TNTatlas は、TNTmips であらかじめ加工
されたシェイプファイル、GeoTIFF、JP2、PNG、MrSID、
DXF、DWG などの多くのファイル形式から構成される地
理データレイヤを表示できます。

TNTsdk®
TNTsdk は、C++ の プ ロ グ ラ ミ ン グ で TNTmips の 機 能
を拡張し、内部使用か再販に使用できます。TNTsdk は、
TNTmips のバージョンアップ時に無償でアップデートさ
れます。TNTsdk のドキュメントはオンラインでアクセ
ス可能です。

マイクロイメージ社の TNT シリーズ　高度な地理空間解析ソフトウェア　Since 1986

TNTmips の詳しい情報は Web でご覧になれます。

  開発元：米国マイクロイメージ    www.microimages.com
  日本総代理店： ㈱オープン GIS     www.opengis.co.jp

MicroImages, Inc.
206 South 13th Street - Suite 1100
Lincoln, NE 68508-2010 U.S.A.

E-mail:
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Sales: 402-477-9554
Support: 402-477-9562
FAX: 402-477-9559

株式会社 オープン GIS
東京都墨田区吾妻橋 1-19-14 紀伊国屋ビル 1F
Tel: (03)3623-2851　 
Fax: (03)3623-3025
E-mail: sales@opengis.co.jp
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